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北

海

道

鮭

鱒

増

殖

漁

業

協

同

組

合

設

足

六
月
廿
八
日
の
鮭
鱒
業
者
割
問
談
曾
(
本

放
七
月
輔
副
掲
載
)
以
来
援
起
人
を
き
め

た
鮭
鱒
精
殖
d
m
組
の
準
備
曾
は
そ
の
後

着
キ
進
め
ら
れ
、
全
遁
五
九

O
の
鮭
鱒

極
陸
宮
者
を
針
曲
哉
と
し
て
同
意
を
求
め
て

来
た
が
滋
に
同
意
数
二

O
三
に
達
し
、

十
日
札
幌
ユ
ユ

l
グ
ラ
V
J

ド
守
創
立
総

曾
テ
聞
き
そ
の
設
立
を
見
る
に
至
っ

た
曾
請
は
正
午
一
一
ム
ハ
名
の
出
席
を
以
て
開

曾
さ
れ
、
創
立
準
備
委
員
長
の
藤
技
義
見

氏
か
ら
そ
の
経
過
の
概
要
が
報
告
さ
れ
こ

の
組
合
の
趣
意
と
し
て
「
営
利
を
泊
求
す

る
も
の
で
は
な
い
」
と
招
く
そ
の
公
共
的

な
性
絡
を
の
べ
「
北
海
道
鮭
鱒
漁
業
の
幾

度
を
闘
る
べ
く
一
致
和
を
以
て
本
自
の
総

舎
を
終
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
結
ん

で
拍
手
を
受
け
、
引
績
き
議
長
に
推
選
さ

れ
て
議
事
に
入
り
、
十
四
件
に
及
ぶ
議
策

↑f
 

v
t
i喝
rfJ

宗

一

〆F
Z
 

を
審
議
し
た
口

議
案
は

一
定
款
承
認
の
件

二
第
一
事
業
年
度
事
業
計
霊
承
認
の

山
町

三
鰹
費
の
賦
課
及
び
徴
吹
方
法
承
説

の
件

融
資
に
よ
ゐ
新
設
勝
化
場
の
事
業
経

費
に
充
蛍
す
る
た
め
六
、
七
四
八
、

0
0
0闘
を
組
合
員
に
針
し
て
二
期

に
分
け
苧
等
に
分
賦
徴
収
す
ふ
O

四
貸
付
金
最
高
限
度
承
認
の
件

貸
付
金
の
最
高
限
度
を
一
一
一

0
0
、
0

0
0固
と
す
る
o

五
組
合
の
年
度
内
借
入
最
高
限
度
釘

入
の
件

借
入
の
最
高
限
度
を
一
億
国
と
す
る

六
余
裕
金
預
入
先
承
認
の
件

七
貸
付
金
利
寧
承
認
の
件

貸
付
金
の
利
率
を
日
歩
三
銭
と
す
る

八
貯
金
利
率
承
認
の
件

普
通
貯
金
は
日
歩
六
尿
、
定
期
は
年

五
分
五
厘
か
ら
六
分
迄
と
す
る
o

九
特
別
理
事
設
置
の
可
否
に
闘
す
る

v
c
h
 

嫡
問
命
同
の
誤
決
に
よ
っ
て
理
事
の
う
ち

五
名
は
正
組
合
員
以
外
か
ら
選
臨
時
出

来
る
の
で
今
回
そ
の
必
要
か
あ
る
か

と
4
か
に
つ
い
て
口

十
特
別
理
事

ω諾
翠
の
件

十
一
理
当
選
撃
の
件

十
二
組
合
長
選
翠
の
件

十
三
監
一
一
一
号
越
翠
の
件

十
四
創
立
費
承
認
の
件

の
十
四
件
で
、
定
款
は
一
部
修
正
の
み
で

決
定
し
、
事
業
計
蓄
は
本
年
既
に
連
合
曾

の
方
で
委
託
を
受
け
て
事
業
を
資
施
中
な

の
で
捕
獲
事
業
ば
行
は
な
い
こ
と
を
了
承

恥



し
、
勝
化
施
震
六
七
、
四
八

O
、

o
o
o
，
賀
し
て
を
り
ま
せ
ん
D

資
源
と
し
て
森
林
、

固
の
強
算
を
承
認
し
た
o
そ
の
他
に
つ
い
農
地
等
園
曾
で
も
種
身
被
討
し
て
を
b
ま

て
は
特
別
理
事
は
今
年
度
を
か
な
い
こ
と
す
が
、
水
震
に
つ
い
て
も
同
様
で
験
後
街

と
し
て
他
は
原
築
湿
り
決
定
し
、
和
策
溢
を
掠
奪
的
な
漁
業
を
や
っ
て
来
て
を
り
ま

々
樫
に
鯵
丁
し
、
こ
の
後
荒
井
場
長
か
ら
‘
す
。
現
在
五
ポ
イ
シ
ト
の
翻
管
に
従
っ
て

「
こ
の
組
合
が
出
来
た
こ
と
に
盆
三
恵
を
資
源
調
査
を
行
い
、
資
源
を
培
養
中
で
あ

掻
く
し
て
い
る
o
今
後
共
協
力
を
お
願
い
り
ま
し
て
、
こ
の
憾
で
は
水
産
が
最
も
濯

す
る
」
と
挨
拶
し
午
後
六
時
半
懇
談
曾

ι
れ
て
を
り
ま
す
。

移
っ
た
u

過
日
漣
A
口
曾
の
方
の
要
件
で
道
南
を
廻
わ

っ
た
際
限
の
漣
り
噴
火
湾
の
荒
陵
ぶ
り
を

見
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
u
漁
民
の
中
に

は
朗
日
た
ベ
る
主
食
す
ら
と
れ
な
い
人
が

を
り
ま
す
o
ま
こ
と
に
混
の
こ
ぼ
れ
る
思

い
が
致
し
ま
し
た
。

何
と
し
て
も
こ
の
遅
れ
て
い
る
水
産
を
立

ち
直
ら
せ
る
た
め
に
は
政
府
や
地
方
隠
に

委
せ
る
だ
げ
で
な
〈
、
窓
口
・
4

の
手
で
や
っ

て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い

E
考
え
て
を
り
ま

す
o
そ
れ
に
つ
け
て
も
先
人
が
今
日
あ
匂

を
知
っ
て
七

O
年
以
前
か
ら
行
っ
て
来
た

勝
化
事
業
に
鈎
し
て
深
い
象
敬
や
幼
う
と

と
も
に
こ
の
事
業
を
苦
・
々
の
手
で
子
孫
に

、、

組

合

長

に

林
好
衣
氏
就
任
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新
組
合
長
は
一

O
ご
漂
を
以
て
協
力
曾

漣
合
曾
長
で
あ
る
林
好
次
氏
が
常
湛

し
、
次
の
様
な
挨
拶
を
行
っ
た
。

-
本
日
は
若
干
意
見
の
食
い
蓮
い
は
あ
り
ま

し
た
が
、
大
乗
的
見
地
か
ら
世
間
場
一
致
の

御
推
濯
を
焚
け
た
こ
と
を
厚
く
御
瞳
申
上

げ
ま
す
ロ
捜
墜
事
才
な
私
と
し
ま
し
て
ま

こ
と
に
重
責
で
あ
り
ま
し
て
今
後
共
絡
別

の
御
支
援
が
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
O

験
後
図
土
は
荒
陵
し
、
災
害
は
仲
々
に
復

惇
え
た
い
と
考
え
て
を
り
ま
す
。
そ
の
歴

史
が
平
い
に
も
か
L
わ
ら
ず
そ
の
袋
障
が

遅
れ
て
い
る
の
は
卿
化
事
業
は
お
よ
に
委

か
せ
て
お
け
ば
い
い
と
い
う
気
持
が
原
因

に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

何
と
し
て
も
よ
り
一
暦
の
成
績
を
怠
げ
て

行
曾
た
い
o
水
産
隠
の
い
う
六
億
は
無
理

か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
未
だ
/
¥
遊
休
河

川
の
あ
る
賞
情
か
ら
す
れ
ば
或
は
そ
れ
以

上
の
漁
獲
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ま
す
。

之
か
ら
の
漁
業
者
の
安
定
を
図
る
た
め
に

は
一
地
方
で
な
く
、
普
漣
的
な
も
の
に
し

て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
古
せ
ん
が
、
こ
り

た
め
に
代
次
の
こ
と
を
ど
う
し
て
も
質
行

し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
ま

す。
一
、
保
護
河
川
、
保
護
地
械
を
守
る
o

二
、
沢
上
穀
魚
は
完
全
に
守
り
、
稚
魚

は
完
全
に
流
下
さ
せ
る
ω

コ
て
稚
魚
の
混
獲
を
や
め
る
。

四
、
親
魚
γ

い
よ
っ
て
利
径
を
あ
げ
る
&
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い
っ
た
考
え
方
は
紹
濁
に
す
て
る
o

之
は
森
林
に
お
け
ゐ
歯
固
な
の
だ
か

作り
0

こ
の
四
貼
は
是
非
守
っ
て
頂
ぎ
た
い
左
考

え
ま
す
。

更
に
協
力
曾
は
今
迄
種
々
の
鮪
で
好
成
耕
酬

を
を
さ
め
て
来
て
を
り
ま
す
が
、
今
制
は

じ
め
て
沿
岸
漁
民
に
よ
っ
て
こ
の
組
合
が

出
来
ま
し
た
の
で
、
今
後
は
率
の
阿
輸
と

し
て
一
つ
の
目
的
に
湛
還
し
、
必
ず
そ
の

漁
獲
が
凶
倍
、
五
倍
に
な
る
こ
と
は
疑
い

な
い
と
考
え
て
を
り
ま
す
。

最
後
に
こ
の
組
合
の
創
立
に
努
力
さ
れ
ま

し
た
藤
枝
氏
他
各
位
ぶ
艶
し
ま
し
て
衷
心

よ
り
感
謝
の
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
o

f安

員

組

合

長

林

好

次

副
組
合
長
宇
回
芳
男
戸
札
幌
)
植
松
趨

(
根
室
)

事
藤
枝
義
一
見
、
若
弁
善
殿
、
三

岡
友
之
助
、
飯
塚
力
雄
、
村
山
喜

作
、
奥
谷
悠
一
(
網
兎
)
水
淳
一

郎
、
大
阪
岩
吉
(
十
勝
)
奥
臼
惣

兵
衛
、
一
一
一
上
軍
撤
(
日
高
〉
阿
部

理

際
医
巨
匠
γ
い
L

監
事

喜
一
郎
、
本
村
率
一
、
佐
々
木
繁

太
郎
、
道
又
茂
吉
ハ
根
室
)
石
振

京
之
ぺ
宗
谷
)
佐
賀
正
二
一
(
稚
内
)

相
厳
重
治
、
吉
田
繁
雄
、
佐
藤
常

三
郎
ハ
石
狩
〉
石
回
露
松
、
本
回

選
助
(
留
萌
)
阿
部
庄
太
郎
、
栗

山
幸
士
ハ
釧
路
)
米
持
勇
ハ
冊
目
'
日
出
)

三
好
竹
勇
ハ
謄
振
)

古
屋
憲
吉
ハ
網
走
)
堺
哲
蹴
ハ
十

勝
)
新
保
叉
四
郎
(
釧
路
)

線

代

人

第
一
区
(
沙
流
郡
、
新
筑
郡
、
静
内
郡
、

三
石
郡
、
浦
河
郡
、
様
似
郡
、
腕

泉
郡

l
凶
名
|
)

古
訟
治
作
、
土
屋
孝
雄
、
一
問
弁
禁

三
郎
、
山
本
清
司

第
二
区
ハ
漬
尾
郡
、
十
勝
郡
|
一
一
一
名
!
)

高
橋
大
次
郎
、
大
塚
濯
、
高
松
繁
夫

第
三
区
ハ
白
糠
郡
、
釧
路
郡
、
厚
岸
郡
、

釧
路
市
l
凹
名
|
〉

e

伊
藤
忠
、
大
融
問
卒
、
尾
崎
蕊
慶
、

平
野
秀
松

第
凶
医
ハ
根
室
郡
、
花
咲
郡
、
野
付
郡
、

標
津
郡
、
目
梨
都

l
八
名

l
)

管
国
防
策
育
、
西
山
吉
二
、
中
野
茂
、

石
川
勝
沿
、
奥
村
久
話
、
中
陳
弱
、

田
鎖
伴
次
、
畠
津
信
夫

第
五
区
ハ
網
走
郡
、
斜
里
郡
、
常
呂
郡
、

紋
別
郡
、
網
走
市
l
一
一
名
|
)

大
内
光
義
、
渡
議
健
一
、
内
藤
忠

三
郎
、
遠
峯
信
三
、
中
村
豊
、
藤

谷
曲
目
豆
、
前
田
英
一
、
佐
膝
善
治
、

目
黒
久
太
郎
、
佐
藤
信
獄
、
川
口

止
隊
五
郎

第
六
区
(
宗
谷
郡
、
校
宰
郡
、
天
塩
郡
豊

富
村
、
稚
内
市
l
七
名
|

市
川
一
存
政
、
岩
泉
由
古
、
辻
力
一
一
一
、

例
登
一
郎
、
佐
藤
築
太
郎
、
持
豊

作
、
若
谷
弟
古

第
七
区
(
天
塩
郡

l
獣
箆
村
を
除
く
|
苫

前
都
、
期
間
前
都
、
培
毛
部
、
期
間
溺

市

l
問
符

l
)

若
林
泰
一
二
、
伊
藤
昨
古
、
一
前
回
賢

弐
郎
、
高
場
俊
三

第
八
区
(
演
釜
郡
、
厚
回
都
、
石
狩
郡
|

五
名

i
)

高
津
喜
竹
治
、
小
山
幸
一
、
六
岡

山
大
郎
、
渡
漣
精
一
郎
、
安
中
忠
ニ

第
九
区
ハ
第
一
一
眼
乃
至
第
八
区
を
除
ぎ
た

る
後
志
、
検
山
、
渡
島
、
鴨
川
振
各

支
一
隙
管
内
沿
海
各
部

l
u名
l
u

橋
本
政
之
助
、
木
戸
孫
子
ハ
二
名

未

定

〉

ハ

秋

庭

)


